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 Inventing the Peopleの半訳作業ファイルwork7を作成した。
1．The Divine Right of Kings　神授王権	13-17
今週はこれらを和訳した。　

　punch lineを挙げる。それは13 pageの：
the Commons（庶民議会）が主張するuniversal rights（訳注：divine right of kingsと異なり神授を根拠とする必要がない普遍的権利）は或る意味彼らが論拠とした命題に左右される。即ち自分達はrepresentativesであるというfictionと、王は神の副官であるというfictionとによって、彼らがrightsのみならず何か論説を陳べたいならば必ずin universals（訳注：神を根拠とするのではなく普遍的）に陳べなければならなくなった。

今話題の『サピエンス全史』ユヴァル・ノア・ハラリ著、を思い出した。キャッチ・コピーは「差別も人権も平等も全て虚構である。人類は虚構を信じることで世界を支配した！」。あるいは来日した著者のインタビューがここに載っている。曰く「貨幣や宗教は虚構」。
Dworkinは「religionはa prior commitment（前提与件、主要仮定）だ」といった。
モーガン、ハラリ、ドゥォーキンの三者に共通しているのは、self-evident truths（自明の真理）の存在を出来るだけ避ける慎重さ。実に興味深い。

[bookmark: _GoBack]私は常々思うのだが、当世の英語のbelieve inを「信ずる」と和訳するのは妥当だろうか。「～～の仮定を強く支持する」というような和訳の方が、当世の英米人がbelieve inの表現で感じているnuanceに近いような気がする。

今週は以上。来週も請うご期待。
